
かごしま共通乗車カード「Rapica」＆「いわさき IC カード」（鹿児島市）：5 事業者連携による IC カード共通乗車券（バス、路面電車、フェリー）

ちずち

地域と交通の状況 【乗客の利便性向上の必要性】
・ 鹿児島市は、鹿児島県のほぼ中央に位置する県都であり、市内の主要な公共交通として、ＪＲ鹿児島本線他、

鹿児島市交通局の運行する路面電車と、市交通局を含むバス事業者 5者による路線バス、また、鹿児島市船
舶部の運航する桜島フェリーがあり、これらうち路線バスと路面電車においては、従前より共通回数券（紙製）
の発行など、事業者共同の取り組みがなされてきていた。

・ 鹿児島市交通局では、乗客の利便性向上等のため、IC カード化に向けた検討を行っていたが、市交通局単
独での導入ではメリットが少ないことなどから、鹿児島県バス協会内において共通カード化に向けた模索を行
っていた。

活用メニュー（制度・協議会等） 【自動車事故防止対策補助】
・ 平成16年度に国の「自動車事故対策費補助金制度」（バス利用促進等総合対策事業）の活用により、ICカー

ドのシステム開発、車載器の設置がなされ、H17 年 4 月 1 日より IC カード共通乗車券システムの運用が始ま
った。ただし、路面電車については国の補助はなされていない。

サービス内容 【乗継運賃】【カードシステム】
・ IC カード化の目的は以下の通りである。

①従来の紙製共通回数券や定期券と比べ簡素化、迅速化を実現することにより乗客の利便性向上を図る。
②乗車実態の把握により効率的な運行体制を構築し、市電・市バスの利用促進につなげる。
③紙製共通回数券の相互精算や集計業務の軽減、不正乗車の防止など業務の効率化と適正運賃の収受

を図る。
・ 対象地域は、種子島・屋久島を含む鹿児島県本土及び宮崎県・熊本県の一部であり、IC カードの種類・名称

は 2 種類あり、それぞれ発行主体は以下の通りである。
①Rapica（ラピカ）：鹿児島市交通局、南国交通、JR 九州バス
②いわさき IC カード：鹿児島交通、いわさきバスネットワーク

・ IC カード共通乗車券の利用できる交通機関は、各社路線バス、市電、一部フェリー等旅客船（ラピカは平成
19 年 4 月より桜島フェリーで利用可能となった、いわさきＩＣカードは高速船トッピーで利用可）である。

・ 主なサービス内容としては（②、③は「ラピカ」のみ）、
①発売・積み増し時のプレミア：発売時及び積み増し時に１割のプレミアが付加される。
②ICカード導入に伴う新たなサービスとして、乗継割引（バスとバスの場合は5％割引、市バスと市電の場合

は 40 円（小児 20 円）を割引。ただし、同一事業者の場合に限る。
③利用運賃額の１％がポイントとして積み増し時に付加される。

技術 【カードシステム】
・ Rapica（ラピカ）、いわさき IC カードは、ともに IC カードの基本仕様（Sony の Felica）は同じである。
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鹿児島県バス協会内での検討委員会設置 【プロセス：体制構築】
・ 平成 13 年度に鹿児島市交通局内で課長以下のプロジェクトチームが設置され内部検討が進められるととも

に、平成 13 年 12 月には鹿児島県バス協会の中に「IC バスカード検討委員会」が設置され、県内バス事業者
による検討が開始された。その結果、平成 15 年 6 月には、同バス協会総会において、5 事業者共同による平
成 17 年度一斉導入の方針が決定された。

・ その後、平成 16 年 3 月には IC カード乗車券システムの基本仕様が決定され、平成 16 年度中に詳細仕様の
検討とシステム開発、車載機器の製造・取付、平成 17 年 4 月 1 日より運用開始された。

事業者間の調整 【調整：対交通事業者】
・ 鹿児島市交通局を含むバス事業者５者は、IC カード化以前から紙製の共通回数券を発行しており、共通化の

素地はあった。このため、IC カード化についてもバス協会という事業者主体の取組として検討がなされた。
・ しかしながら、平成 14 年当時の検討委員会の中では、平成 16 年度からの実施を目指すとともに、5 事業者の

共同の発行を目指していたが、最終的には実施時期としては約１年遅れとなり、また、IC カードの一本化につ
いても詳細仕様検討の段階で 2 種類に分かれた。

鹿児島市交通局オリジナルトレーディングカード「ラピトレカ」 【創意工夫：サービスの工夫】
・ 鹿児島市交通局のオリジナルトレーディングカード「ラピトレカ」は、かごしま共通乗車カード「ラピカ」に 1,000 円

分の積み増しができる積増券であるだけでなく、トレカとしての収集対象にもなる。平成18年11月1日に“2006
現役電車シリーズ”6 種類が初めて発売されている。

電子マネーとの共通化の困難性 【教訓：住民・利用者理解の必要性】
・ 利用者等から、電子マネーとの共通化はできないのかとの声もあるが、交通カードとして導入した「かごしま共通

乗車カード（ラピカ、いわさきICカード）」において、商業施設での利用を可能とする電子マネーとの共通化を実
現するためには、現システムのプログラムだけでなくカード自体の変更も必要となり、そのために多大な経費が
かかるなどの課題があること等について、利用者等の理解を得る必要がある。

 プロセスと調整

 創意工夫・知見・教訓
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効果 【利便性向上】
・ IC カード化により乗継割引や乗車ポイント付与などの新たなサー

ビスが可能となり、利用者の利便性向上が図られている他、鹿児
島市交通局の市バス・市電における収入額に占める回数券・定期
券（紙製からICカード化した券種）の割合が増加しており、ICカー
ドの普及拡大が見られる。

・ また、紙製回数券の発売中止により、精算に係る人件費や販売委
託店手数料などの経費節減が図られた。

負担 【市町村負担】【都道府県負担】【国負担】
・ 鹿児島市交通局における IC カード導入費用は、車載機器、ソフト

開発等に計2億1,800万円（うち、バス1億3,900万円、市電7,900
万円）で、このうちバスに対して国・県・市から 3,299 万円の補助。

表．収入額に占める
回数券・定期券の割合

 効果と負担

連絡先：鹿児島市交通局総合企画課 電話 099-257-2111

参考 URL：http://www.city.kagoshima.lg.jp/koutuu.nsf

 連絡先、参考 URL 等

平成
16 年度

平成
17 年度

平成
18 年度

市電＋
市バス

46.6% 52.7% 57.8%

市電 37.0% 42.7% 46.8%

市バス 54.5% 60.8% 66.4%

出典：鹿児島市交通局資料



図．「かごしま共通乗車カード ラピカ」パンフレット（表紙）
出典：鹿児島市交通局資料
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図．鹿児島市交通局オリジナルトレーディングカード「ラピトレカ」チラシ
出典：鹿児島市交通局資料
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